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 今回は宮城県は塩竈の浦戸諸島は桂島からのニュースです。桂

島では島だけに津波が１方向からの襲来ではなく、海を見ていた

人の後ろからも襲ってきました。さらに島への救援の手は内地の

次の扱いで、震災直後は孤立し、救援物資も届かなかったようで

す。現在は SDSCの活動から仙台市内と塩釜の教会の信徒の有志に

よる活動へと変わってきました。 

 もうひとつの記事は震災後、仙台教区で取り組み始めた傾聴活

動のための研修会が４県全てで終了したことです。最後の開催が

福島県であり、福島県では原子力発電所による放射能被害のため、

仮設住宅が県内各地に点在し、これからの見通しも立っておりま

せん。福島県内の小教区による支援活動に期待が寄せられます。 

  

 

 
まだ来てけさいんね！が原動力！ 

２０１１年１１月から桂島仮設

住宅集会室をお借りして、ボラ

ンティア１０名ほどで、毎月一

回、「お茶っこ屋さん」を開催し

ています。初めは仮設住宅に

住んでいる方々の事情もお顔 

先ずはお好み焼きで腹ごしらえ！        も分からないままでの始まりで 

したが、会を重ねるうちに参加してくださる方の名前も覚えられるよ

うになりました。私たちの活動は、まず、参加者の間に入り、話をし

っかりと聞き、受けとめることを中心にしています。メニューは、なる

べく季節に合うもので手作りのものや、参加者と一緒に作りながら

楽しめるものなどを心掛けて準備しています。人気はやはり甘いも

ので、召し上がる方のお顔も自 

然にほころび笑顔になります。 

和やかに話がはずみ懐かしい 

歌を歌ったりと、時が経つ中で、 

だんだんと被災された時の大変 

な様子や、今、ご自分が置かれ 

ている環境などを少しずつ話さ        島の方々とうたでつながる！ 

れるようになってきています。参加者に「待ってっから、また来てけさ

いね」と言葉をかけられることで逆に力をいただき、次への活力にな

っています。 

釜石ベース 常勤スタッフ 今村恵美さん 

はじめまして。釜石ベースキャンプで主に事務を担当しており

ます、今村です。 

最初に釜石を訪れたのは 4 月の下旬でした。私の職場が震災の

影響で営業できず、営業再開にはしばらく時間が必要でした。そ

のため震災以来家に引きこもっていましたが、家も無事、家族も

親戚も無事で時間もある。そう考えた時、ボランティアを思いつ

きました。しかし、震災直後はボランティアをしたいと思っても

簡単にはできませんでした。そんな時に見つけたのが「カリタス」

でした。さっそくボランティアの申し込みをして釜石へ向かいま

した。とにかく自分が出来ること 

をしてから帰ろうと思っていまし 

たが、現状を見て自分も東北人と 

して何かしたいと思い、また、10 

月から釜石で活動させていただい 

ています。私はマイペースで至ら 

ない点も多くあり、釜石ベースの 

スタッフが 良い方ばかりなので    えっ！わたしなの！ 

迷惑をかけているのではといつも心配です…。でも釜石への想い

はみんなと一緒です。復興へ向かい一歩一歩を着実に進んでいき

たいと思います。 

傾聴研修会４県目が終わる！ 

仙台教区サポートセンター傾聴チームによる「福島研修会」が 2

月 11日（土）に、郡山教会で、午前 11時から午後 15時半まで開

催され、司祭 4名を含め 73名が参加した。 

傾聴チーム（園部英俊、宇根節、赤井聖子）は、青森、岩手、

宮城での研修会同様「傾聴とは－被害者に寄り添うため、本来の

教会の役割を見つめるために－」というテーマのもと、聴くこと

の大切さを述べた。                   ⤴ 

釜石ベースの真の顔「ムーちゃ

ん」こと今村恵美さん。ボランティアのアイドルであり、社会福

祉協議会や他支援団体からも名指しで指名されるほどの人気者。 

その秘密は、「マンボー」のようなオットリさと「ギリシャ彫刻」

のような美しさ！ 

釜石ベースにムーちゃんがいれば、ほとんどのことはお任せで

きるほど頼りになるのが彼女の隠れたパワー。 

マメに、こつこつと働き者のプチジャイアンツ！？なのです。 
  

サポセン人物図鑑 その３ 

伊瀬副ベース長の一言 

⤵ 午後のロールプレイングで 

は、話し手以外は内容を知ら 

ないという、本番さながらの 

傾聴場面であった。話し手の 

内容は、『今まで最も辛かった 

こと、もしくは嬉しかったこ 

と』を話すことであったが、  福島県の信徒に自らの体験を語る宇根さん！ 

あるグループの話し手は『嬉しかったこと』を話された。被災地

での傾聴は必ずしも悲しい話ばかりではない。嬉しかったことに

も耳を傾け、共に喜ぶことが大切なことだと感想を話された。更

に、傾聴の根本は家庭にあり、『自分の役割』は家庭から始まると

いう感想もきかれた。 

 

 

 

 


